
一般社団法人ベンチャー監査役協会

主 催

マルコ・ポーロ合同会社
運 営
委 託

主催者情報

お問い合わせ

ベンチャー監査役の会 運営事務局

マルコ・ポーロ合同会社 （URL : https://marcopolo.work/）

黒坂 090－3062－8467 kurosaka@marcopolo.work

参加申込書を、メールもしくは郵送で

一般社団法人ベンチャー監査役協会に提出ください。 （詳細は参加申込書にてご確認ください。）

代表理事挨拶、スポンサー紹介、オブザーバー紹介

第１部 講演会

第２部 座談会

懇親会 （希望者のみ）

【 会 場 】

CPASS LOUNGE （〒160‐0022 東京都新宿区新宿3－14－20 新宿テアトルビル6階）

タイムテーブル

開 催 場 所

１5時００分～１5時１５分

１5時２０分～１6時4０分

１7時0０分～１8時2０分

１8時3０分～２０時００分

ベンチャー監査役の会 第１３回東京会

２０２6年 10月28日（水）開催日

申 込 方 法

常勤監査役以外の方はご参加頂けません。

【アクセス方法】

J R

地下鉄

｜ JR新宿駅 東口より徒歩5分

｜ 新宿三丁目駅 B3より徒歩3分 / B5より徒歩2分

（詳細は裏面をご覧ください）

※ 無料

sponsored by （五十音順）

※ 監査役の方は無料、スポンサー・オブザーバーの方は有料です。



ベンチャー監査役の会 運営事務局

マルコ・ポーロ合同会社 黒坂 090－3062－8467

詳細

第1部 講演会 １5時2０分～１6時40分

ご挨拶 １5時00分～15時15分 代表理事挨拶、スポンサー紹介、オブザーバー紹介

懇親会 １8時30分～２０時０0分

不祥事多発時代のIPO審査と常勤監査役

登壇者

LE.O.VE株式会社

常勤監査役 永井 健藏 氏 （元 株式会社ZUU 常勤監査役・取締役（監査等委員））

テーマ

証券会社監査部門、外資系生命保険会社でのマネジメント経験を経て、多数のIPO準備企業・上場企業において常勤監査役・監査
等委員を歴任。株式会社ZUUではIPO後のガバナンス強化にも携わるなど、上場準備から上場後まで一貫して企業の成長を支
えてきた。また、ドワンゴ子会社をはじめ複数のIPO準備企業で監査役として内部統制・コンプライアンス・取締役会運営などの整
備を推進。
現在も複数社の監査役として第一線で活躍する一方、日本監査役協会では常任理事・ケーススタディ委員会委員として監査役実
務の研究・普及にも尽力している。「監査実務」と「経営」の両視点を兼ね備えた、ベンチャー監査役業界を代表する実務家の一人。

「監査役は何を見て、何を判断し、どう経営陣と向き合うべきなのか。」

IPO準備企業では、監査役の役割が年々高度化しています。証券審査への対応、内部統制の整備、不祥事の未然防止、取締役
会での発言、経営陣との距離感――。「教科書には書かれていない実務」をどう実践するかが、企業価値を大きく左右します。

本講演では、証券会社での監査経験、外資系企業でのマネジメント経験、そして数多くのIPO準備企業・上場企業での監査役
経験を持つ永井健蔵氏が、IPO準備企業で監査役に本当に求められること、上場審査で問われるガバナンスの本質、経営陣と
の信頼関係の築き方、「指摘する監査」から「企業価値を高める監査」への転換、現場で遭遇したリアルな事例とその対応につ
いて、豊富な実体験を交えながらお話しいただきます。IPO準備企業の監査役はもちろん、上場企業の監査役・監査等委員・内
部監査担当者にとっても、多くの気づきと実務のヒントが得られる貴重な機会です。

講演概要

第2部 座談会 １7時0０分～１8時2０分

IPOの現場が本当に求めるガバナンスとは
― 元東証上場審査・IPO実務・企業法務の第一線が語る実践論 ―

登壇者

テーマ

IPOを目指す企業にとって、ガバナンスは単なる「上場審査を通過するための仕組み」ではありません。企業価値を高め、持続
的な成長を実現するための経営基盤そのものです。

本座談会では、東京証券取引所で上場審査を担当し、その後SBI証券で100社を超えるIPO案件に携わるなど、日本のIPO
市場を第一線で支えてきた工藤清隆氏と、IPO支援、企業法務、不祥事対応、社外役員として数多くの企業を支援してきた早
川明伸弁護士が、「IPOで本当に評価されるガバナンスとは何か」を徹底討論します。

上場審査では何が見られているのか。監査役・監査等委員には何が期待されているのか。経営者と監査役はどのような関係を
築くべきなのか。TOKYO PRO Marketとグロース市場ではガバナンスの考え方はどのように異なるのか。制度論ではなく、
数多くのIPO案件・企業支援の現場で培われた実践知をもとに、監査役・監査等委員・内部監査担当者・経営者が明日から活
かせる視点をお届けします。IPO準備企業の皆様はもちろん、上場企業でガバナンスの高度化に取り組む皆様にとっても、多
くの示唆を得られる貴重な機会です。

工藤 清隆 氏 （ネクサスアドバイザリー合同会社CEO／元東京証券取引所 ・元SBI証券）

ファシリテーター 早川 明伸 氏 （弁護士・社外取締役〈監査等委員〉）

1996年東京証券取引所入社。約11年半の在籍期間のうち6年強に亘り上場審査に関わり、そ
の後、事業会社での上場準備経験を経て2010年にSBI証券に入社。2014年以降は公開引受
部長としてIPOを推進。これまでSBIが主幹事を務めたIPO会社数約160社（共同主幹事案件
含む）のうち、100社強に関与。その後TPMの推進及び投資銀行業務を経て2025年5月末に
SBI証券を退職。2026年6月より独立開業し、IPOやステップアップを目指す企業等の顧問・ア
ドバイザー業務を開始。

2005年弁護士登録、上場企業の不祥事対応や第三者委員会などの調査業務などのリスク管理
とIPO準備会社のコーポレートガバナンス体制、内部管理体制の構築などのベンチャー支援の２
つを中心に活動。20社以上のIPOをサポートとするともに、HENNGE㈱、㈱kubellの社外取
締役にも就任。

※ 監査役の方は無料、スポンサー・オブザーバーの方は有料です。



ベンチャー監査役の会
開催日

一般社団法人ベンチャー監査役協会

主 催

マルコ・ポーロ合同会社
運 営
委 託

主催者情報

お問い合わせ

ベンチャー監査役の会 運営事務局

マルコ・ポーロ合同会社 （URL : https://marcopolo.work/）

黒坂 090－3062－8467

kurosaka@marcopolo.work

代表理事挨拶、スポンサー紹介、オブザーバー紹介

第１部 勉強会

第２部 勉強会

懇親会

第４３回

２０２6年 11月26日（木）

会 場

住 所

最寄駅

（詳細は裏面をご覧ください）

※ 本イベントは、リアル＆オンライン併用のイベントになります。

タイムテーブル

開 催 場 所

MUIC KANSAI

〒541-0041 大阪府大阪市中央区伏見町3丁目6-3 三菱UFJ信託銀行大阪ビル1F

地下鉄（大阪メトロ）御堂筋線ご利用時

淀屋橋駅南改札口11号出口すぐ 、三菱 UFJ 銀行大阪ビル南隣

京阪電車ご利用時

淀屋橋駅西改札口から地上に出て、御堂筋沿いに5分ほど南下

伏見町3丁目交差点の南東角

※ 会員・非会員にかかわらず、監査役の方は、無料です。

スポンサー、オブザーバーの方は、有料（5,000円）となります。

１４時００分～１４時１５分

１４時２０分～１５時5０分

１6時1０分～１７時4０分

１8時3０分～20時3０分

sponsored by （五十音順）

第43回 特別限定スポンサー

新日本監査法人



ベンチャー監査役の会 運営事務局

マルコ・ポーロ合同会社 黒坂 090－3062－8467

詳細

第１部 勉強会 １４時２０分～１５時5０分

ご挨拶 １４時００分～１４時１５分 代表理事挨拶、スポンサー紹介、オブザーバー紹介

テーマ その一本の通報から、特別調査委員会は始まった ― 常勤監査役が経験した不祥事対応のリアル ―

懇親会 １8時30分～20時30分
※ スポンサー、オブザーバザーの方は、有料（5,000円）です。

※ 会員・非会員にかかわらず、監査役の方は、無料です。

「もし明日、自社で内部通報が入ったら、あなたはどう動きますか。」 企業不祥事は、決して他人事ではありません。その始まり

は、一通の内部通報、一件の相談、一本の情報提供かもしれません。そして、その初動対応の良し悪しが、会社の将来を大きく左

右します。今回の講師は、株式会社ジェイ・エス・ビーの常勤監査役として、実際に特別調査委員会案件を経験された岡田健一氏

です。監査役は最初に何を確認したのか。取締役会へはどのタイミングで報告したのか。監査役会ではどのような議論が行われ

たのか。経営陣との距離感をどう保ったのか。そして、「あの時こうしておけば良かった」と感じたことは何だったのか。調査報

告書だけでは決して分からない「当事者だから語れるリアル」を、包み隠さずお話しいただきます。不祥事対応は、経験した人か

らしか学べない世界があります。IPO準備企業、上場企業を問わず、常勤監査役、監査等委員、内部監査担当者、社外役員、管理

部門責任者、そして経営者まで、多くの皆様にぜひご参加いただきたい特別講演です。

登壇者 岡田 健一 氏

ベンチャー監査役の会会員として初めて、所属企業で特別調査委員会案件を経験した常勤監査役。

1995年に株式会社ジェイ・エス・ビーへ入社。営業・企画・事業開発部門の責任者を歴任し、執行役員、グ

ループ会社代表取締役、東日本支社長、営業推進本部副本部長、企画開発本部副本部長などを務める。

2021年より同社常勤監査役に就任。

2025年、同社で発生した事案では、常勤監査役として初動対応から監査役会での検討、取締役会との連

携、特別調査委員会設置に至る一連の対応を当事者として経験した。

第2部 勉強会 １6時1０分～１７時4０分

テーマ 「AIドリブン監査の新時代」

～ 生成AIを武器に、監査の質とスピードを飛躍的に高める実践術 ～

生成AIの急速な進化は、監査の現場を大きく変えようとしています。監査計画の立案、法令・開示情報の調査、そして第三者委
員会調査報告書のAI分析を活用したリスクアセスメントなど、これまで多くの時間を要していた業務が、AIの適切な活用により
質とスピードを飛躍的に向上させられる時代になりました。

本セミナーでは、現場で生成AIを活用する佐々木啓之氏が登壇します。AI初心者向けの基礎説明から上級者向けの実践的な活
用法まで、最新トレンドを交えながら具体例を中心に解説します。また、監査業務に携わる方向けのAI部会をご紹介します。隔
月セミナーやGoogleチャットを通じた資料・動画・AI活用アプリを提供しています。明日から役立つ実践力を身につける絶好
の機会です。

登壇者

佐々木 啓之 氏

IT業界で30年以上にわたり営業、製品企画、プロジェクトマネジメントに携わってきた経験を
活かし、現在はIPO準備企業の常勤監査役として監査実務の最前線に従事。ITと監査の双方に
精通する実務家として、生成AIを監査業務に戦略的に取り入れる取り組みをいち早く推進して
きた。

日本監査役協会全国会議 AI分科会で初の2年連続パネリストとして登壇するなど、監査役向け
AI活用の第一人者として業界内で高い評価と信頼を集めている。

株式会社ストラテジーテック・コンサルティング 常勤監査役

本講演では、調査報告書だけでは知ることのできない「その時、監査役は何を考え、どう判断し、どう行動したのか」を、当事者

の視点から率直に語っていただく。不祥事の兆候をどのように捉えたのか、経営陣とどう向き合ったのか、監査役会はどのよ

うな役割を果たしたのか――。実際に経験したからこそ語ることのできるリアルな実務と教訓は、IPO準備企業・上場企業を問

わず、監査役、監査等委員、内部監査担当者、経営者にとって貴重な学びとなる。

株式会社ジェイ・エス・ビー 元常勤監査役
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